
東大和市立第三小学校

＜関係法令等＞ ＜学校教育目標と目指す児童像＞  　＜願い＞

 ・日本国憲法 〇　よく考える　子ども 　 ・児童の実態や願い

 ・教育基本法 →主体的・協働的に学ぶ児童 　 ・保護者の願い

 ・学習指導要領等 　 ・地域社会の願い

 ・東京都教育委員会教育目標 ◎　思いやりのある　子ども（本年度重点） 　 ・学校運営連絡協議会からの意見など

 ・東大和市教育委員会教育目標 →自他の存在を大切にする児童    　＜期待される児童の実態＞

　 　 ・自ら学び、考え、進んで行動できる子

〇　じょうぶな　子ども

→心身の健康づくりに自らで取り組む児童

○　各教科等における「主体的・対話的で深い学び」の授業

・個に応じた指導の充実

例）算数の少人数指導、学習支援員などの活用

・教員の指導方法の工夫による実感を伴った理解

・組織的・協働的な校内研究の推進

・学校図書館の計画的な利活用

○　家庭・地域との連携

　　 ・各学年に応じた毎日の宿題と家庭学習の推進　

　

・授業規律の徹底
・東京ベーシックドリルを活用し、基
礎基本の徹底を図る。
・体験的な活動を重視し、実感を
伴った理解を図る。
・漢字の習得や文章表現の継続的
指導。
・ICTの活用推進と、プログラミング
教育の確実な実施。
・文章を読み取り、正しく理解するこ
とを各教科で重視する。
・朝学習や地域未来塾の充実

・算数における習熟度別の少人
数指導を実施し、基礎基本の定
着を目指す。
・朝読書と読書週間(年2回)の実
施。
・支援学級との交流や共同学習
の推進。

・総合的な学習を中心に、校内研究に
取り組み、探究的な学びに向かう姿勢
を育てる。
・問題解決的な学習展開や協働的な
学びの実現。
・低･中･高学年分科会においての研究
会の実施。
・指導主事と連携し、児童が主体的に
学ぶための指導の進め方について学
ぶ。

・児童及び保護者による学校
評価の実施。また、保護者や
地域の方からなる学校運営連
絡協議会委員による外部評
価を実施して、分析し改善を
図る。

・保護者と連携した読み聞か
せ活動の実施。
・道徳授業地区公開講座
・教育ボランティアによる授業
補助。
・年３回の学校（授業）公開
・地域の人材を生かした授業・
行事 の取り組み。
・年１０回の「Let'sスクサポ」
（学校運営協議会）の実施。

指導内容･指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 研究や研修の工夫 評価活動の工夫
家庭や地域社会との

連携の工夫

本校が目指す「確かな学力」
学習指導要領に示された基礎的・基本的な知識等
を土台として
　　○思考力　　○判断力　　○表現力　　○意欲
といった力を身に付けさせ、学習や生活の身近な
課題を見つけ、意欲的・探究的に解決に向けて取
り組み、乗り越えていく力を培うものとする。

本校の授業改善に向けた視点

令和７年度　学力向上に向けた全体計画

  ども

　 ・互いの良い点を認め合い、相手の立
　　 場にて考えることができる子ども

学力向上にかかわる学校経営方針

　　 ・地域未来塾の充実

○　各学力調査の結果を踏まえた授業改善
　　 ・校内組織による結果の分析と共有、授業改善

＜道徳教育の指導の重点＞
・自他を思いやる心や、命の大切

さを理解させ豊かな心の育成を図

る。

・教育活動全般を通じて、道徳的な

心情、判断力、意欲、態度を培い

規範力の育成を図る。

・道徳教育の成果を発揮できる体

験的活動の設定をする。

（地域行事、異学年交流等）

・道徳授業地区公開講座を実施し、

保護者や地域との連携を深める。
・地域と連携した読書活動の実施

を通して豊かな心を育む。

・身近な自然や、近隣の文化的な施設

を調べ活用する中で、ふるさと東大和

を愛する心を育てる。

・児童自らが課題を見つけ、調べ、まと

めるといった課題解決型の学習を ス

パイラルに更新し、児童の主体的な学

習の支援を行う。

・SDGｓの目標に向け、学年に応じた取

り組みを考え、実行につなげられるよ

うにする。

＜生活指導の重点＞

・家庭と連携し、望ましい基本的な生活習慣の定着を図る。

・「三小のきまり」をもとに、社会生活の基本的なルールが身に付くように指

導する。

・生活指導全体会を通して、職員全体で児童理解を深め、全校指導体制

の確立を図る。

・民生児童委員、学校医との連絡会を開催し、地域や関係諸機関との連携

を深める。

・セーフティ教室を開催し、健康･安全について児童が正しく判断し、安全な

生活を送ることができるようにする。

・保護者協力の下、個別支援カードを作成し、児童理解を深めると共に

個々の支援を行う。

・感染症予防、歯磨き、フッ素洗口など健康のための取組を継続的に行う。

＜総合的な学習の時間の指導の重点＞

＜進路指導の重点＞

・キャリア教育の視点から、子供一人一人のもっている良さ

を認め伸ばすことにより、自己理解を促し、各々が目標を

もって自己実現を図れるようにする。

・各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動の年間計画

に位置づけ、キャリア教育の視点から望ましい勤労観や進

路に向けての意欲を育てる。

・近隣の幼稚園、保育園、中学校と連携を深める。

学級活動を中心として、児童の

自主的な活動を重視し、責任感

や社会性や奉仕の心を育む。

縦割り活動やクラブ活動におけ

る異学年との交流をとおして、

児童相互の豊かな人間関係作り

やリーダーシップを育む。

・

・

＜教科の指導の重点＞

児童が意欲的に取り組むきっかけに

なるような「わかる授業」「学ぶこ

とが楽しい授業」の創造を目指して

・東京ベーシックドリルを活用し基

礎的基本的な内容の定着に力を入

れ基礎学力の向上を目指す。

・算数では習熟度に応じた少人数指

導を行い、個に応じてその課題の

解決と学力の伸長を図る。

・授業における様々な場面で児童の

正しく読む力、話す力、聞く力、

書く力の伸長を図り、考える力や

表現力を培う。

・ＩＣＴを活用し、わかりやすい授

業を目指す。

・1人1台端末やAI教材等の活用をは

かり、個別最適な学習への取組、

実践を目指す。

＜特別活動の指導の重点＞


